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肝腫蕩及び肝内結石の診断に肝シンチグラム，経皮
的胆嚢胆管造影法等を行っているが，いずれもその
手技がやや複雑であり，適応の範囲が限られ，すべ
ての症例に応用する事ができない。一方超音波Aス
コープ法はその性質上適応を選ぶ必要がないので，
広く肝診断に応用している。
消化器癌及び肝胆道系疾患をうたがわせる 94例
に於て 23例に肝内異常エコーが認められた。 乙れ
等の開腹時所見等による確定診断は，悪性腫療の肝
転移，肝嚢腫，肝内結石，肝硬変，等であったが，
肝エコーグラムのみからはその鑑別は困難な場合が
多かった。これは使用せる東芝製ソノスコープの特
性によるものとも考えられる。超音波診断は肝に於
ても有力な診断法であると確信される。 
30.上腹部手術における術前後の肝機能の推移 
0土屋信，福島元之，
木家豊美，吉原一郎，
長谷川雅朗，市村公道，
横山孝一，小幡五郎 
胆道系疾患 30例について術前術後の血清トラン
スアミナーゼの経過を観察した。その結果， (1)胆
石症で黄痘がない例では血清トランスアミナーゼの
経過は良好である。 
(2)胆石症で黄痘がある例では，単なる胆汁うつ
滞の場合はトランスアミナーゼは比較的経過良好で
あり，肝内胆管炎やうつ滞による変性，壊死等が加
わるとトランスアミナーゼ、の経過は不良である。
(3)胆道系悪性腫蕩では軽度黄痘の場合はトラン
スアミナーゼも軽度障害であるが，黄痘が高度の場
合はトランスアミナーゼ、は経過極めて不良で，短期
間で死亡する ζ とがある。このような場合， ビ、ニ-
Jレチューブによる経皮的肝内胆管ドレナーヲは極め
て有効である。 
31.短食道症に見られた癒痕性食道狭窄の 1手術
治験例
上都賀病院外科 O新島昭二
小幡五郎
症例 58才の男子，約 2年前より食道通過障害を
訴え，レ線検査により横隔膜上約 6cmK狭窄像並
びに潰虜像が見られ，同時に短食道症の合併が認め
られた。良性食道狭窄と診断し，右開胸，開腹によ
り病変部以下の食道を切除し，右胸腔内に於て食道
胃吻合を施行した。経過は良好で術後4週間で全治 
退院した。
本例は短食道症の為K，噴門の逆流防止機構が障
害された結果，逆流性食道炎を起し，潰湯形成より
癒痕性狭窄に迄進展した興味ある症例と思われるの
で報告した。
32.気道狭窄の麻酔
国立がんセンター水口公信 
33.サルコイドージスにおける血清蛋白像
ーいわゆる Sarcoid-stepsを示した 2例一
中央鉄道病院胸部外科長田 浩
サjレコイドージスの血清蛋自分画において， α2' 
s，rの階段的上昇一いわゆる Sarcoid-stepsー が見
られるといわれている。
われわれも最近の 2症例において典型的なとの像
をみとめたので報告する。 
1. 29才，男， 39.7発見，自覚症なし。 X線で 
BHL著明，ダニエル手術によりサ Jレコイド結節陽
性。ステロイドを使用し，比較的短期間で軽快し
た。 39.7，39. 10，40. 3の3回に亘り，櫨紙電気泳
動による蛋自分画をみると，特に後2者で典型的な
Sarcoid -steps像をみとめた。 
2. 22才，男， 40.5より眼症状発現，ついで定 
検でX像l乙BHLと肺野撒布陰影発見， Kreim反応
陽性。この例でははじめ蛋自分画に著しい特長はな
いようであったが， 肺所見の軽快した 40.10 K至
り，典型的な Sarcoid-steps像をみとめた。 
わが国ではまだ報告を見ないので，以上2例の蛋
自分画像を述べ，今後他の検査と併せて追求したい
と考える。 
34.心不全患者に見られた急性胃軸転性イレウス
の 1手術治験例
日立製作所水戸病院 O雁部 敬
漆原 理
患者は 56才，男，数年前から心不全・心臓瑞息発
作を屡々繰返していた。昭和40年10月14日早朝か
ら，誘困なく心宮部激痛・悪心・上腹部膨満を生じ
漸次増悪し午後4時来院した。
診るに，顔貌苦悶状・舌乾燥・両下肢浮腫・脈博
頻数極めて不整であった。上腹部に限局して強く緊
張した著しい膨隆あり下腹部は平坦・軟・グJレ音増
加はない。
X線所見上両側横隔膜の挙上・左季肋部の著明な
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鏡面像形成をみる。吐気強くしかも幅吐なく，胃ゾ 垂炎 17例中 10例は穿孔性腹膜炎を起し，その予後
ンデによる吸引不能。午後 9時開腹手術施行。膨隆 は不良である。即ち 2例死亡し，更に膿蕩形成  4
は胃自体であり，胃切聞により 2500ccの胃液(胆 例，麻痔性イレウス 1例を見ている。
汁色なし〉多量のガス排除，噴門及び幽門を旋回点 先天性消化管異常について，死亡例を中心に検討
とし，胃の長軸を軸とする背方への 1800の軸転であ を試み，剖検所見と対比した。
り，乙れを整復，一次的に閉鎖して全治せしめ得 手術時期，手術適応決定，院内感染，手術操作の
た。本疾病は比較的稀なものであり，心不全を伴つ 問題等，反省すべき点は多々あるが，これら資料に
ていた点手術適応の決定に苦心した。 基いて，今後の手術成績の向上への一指針としたい
症例を報告し，併せて診断上の問題などにつき検 と願うものである。
討を加えた。 
36.先天性幽門狭窄症に対する内科的療法と外科
35.乳幼児手術成績の検討 的療法の選択に関する研究
国立千葉病院外科 O郡山春男 千葉大小児科数馬欣一
整形外科 斎藤 弘 本症の外科的治療の臨床的適応規準として，生後
近時小児外科への関心が高まり，そ P手術成績は :2.，3週間以内に幅吐の始まったもの，生下時体重が
著しく向上している。しかし乍ら乳幼児手術に於い 3kg以下のもの，初診時の体重が生下時を下廻fって
ては，その生理学的特性の故になおかつ安全とは云 いるもの，脱水の著明なものなどの項目が挙げられ
えず多くの問題点が残されている。手術成績の向上 ているが，教室における昭和 32年以降 54例の症例
には，術後の合併症について，死因について，検討 について検討した結果，これら臨床的規準は必ずし
を加えることが，その一助となることは論をまたな も適用し得ないことを知った。
初診時の X線検査所見を，胃拡張の程度，胃嬬動
この点、l乙鑑みて，最近経験せる乳幼児手術例の検 の性状，幽門移開時間の長短，幽門管狭窄所見，腸
討を行い，併せて整形外科，小児科症例を併せ検討 管ガス像の減少度合などについて綜合判定し，重症
した。 16例，中等症 21例，軽症 17例の成績を得，重症例
昭和 34年 7月より昭和 40年 7月までの乳幼児入 は早期手術の適応であり，中等症例は内科的治療に
院患者数は外科 302例， うち 16例死亡，整形外科 より全治までに比較的長期間を要した。 
180例， うち 3例死亡している。 手術例の幽門腫癌の試験切除標本について Auer-
更に疾患別手術症例では外科に於いてはヘルニア bach氏神経叢の組織学的検査を行い，重症例に高 
130例を最高とし，総計 206例となり整形外科に於 度の神経学的変性をみ，中等症例及び軽症例は変性
いては，兎暦，口蓋裂 56例を最高として 131例に が軽度である結果よりみて，本症の成因には幽門部
及んでいる。 の神経学的変調が大きな役割を演じているものと考
年令別に麻酔方法を見れば外科に於いては Open- 察せられた。 
dropが多く用いられ，整形外科に於いては脊麻が
比較的多い。 37.馬杉腎炎 35周年に際し馬杉腎炎の思い出
更に外科手術例について疾患別に見れば鼠醸ヘル 富塚八十一 

ニアの術後合併症は 11%にみられている。急性虫
 
